
当店のお伝えしたい事やお役立ち情報、日々の出来事などを
お便りにして発行させていただきます。
おかげさまで今回で48回目の通信となりました。月に１回程度、
皆様の暮らしのお役に立てる情報をお届けいたします。
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こんにちは！ 大垣市熊野町のでんきやさん
『電パークハヤシ電器』の代表者の林です！！

株式会社ハヤシ電器

ブログもぜひ見てください！！

【電話】０１２０-０８８４-９２

〒503-0032 大垣市熊野町５丁目１

営業時間 8：30～19：00 定休日：水曜日
日曜日・祝日は９：００～１８：００

電パークハヤシ アメブロ

ホームページ http://den-park.com/hayashi/

「夜中、1回はトイレに起きちゃうの。
その度、我慢してトイレに行くの」
というお客様がいらっしゃいました。
これからどんどん寒くなると、布団
から出るのがつらいですよね～。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

皆さん、「断熱」という言葉は知ってますか？ このニュースレターを読んで

頂いている方は「知ってるよ～」という方がほとんどですよね！

LIXILが「住宅の断熱や効果の認知度について」の調査結果を発表しました。

夜中に起きてトイレに行くのが

寒くてつらい。目が冷めちゃう
トイレの

内窓リフォーム

「断熱」の認知が低い都道府県 断熱のメリットに関しての認知

・冬の寒さ低減（76.6%）

・光熱費の削減（74％）

・ヒートショックなどの健康リスクの低減（30.6%）

・アレルギー症状の緩和（8.1%）

快適性や経済性への効果は7割以上の方がご存知で
すが、健康に対する効果を知っている人は約３割以下。

毎年11月以降の寒い時期に多く発生する入浴中の事故による死亡者数は年間19,000人といわれ

ています。原因の１つである「住まいの温度差」等が引き起こす「ヒートショック」は、住まいの断熱

性能を高め、温度差を少なくすることで、リスク低減につながることが分かっています。

約5,000万戸ある日本の既存住宅の断熱性能をみると、

現行基準（高断熱）の住まいは10％にとどまり、残り90％

が低い断熱性能、または無断熱だそうです。

冬に「寒～い」と思って過ごしている人が、なんと８０％も!

国も本気です！ 「窓の断熱改修」に補助金が出る！

家庭の省エネを推進するため、「窓の断熱改修」をはじめとした住宅の断熱性を高める取り組み

に対して、2023年度に2,800億円分の補助制度が可決されました。窓断熱すると補助金が、

なんと５０％も出るんです！ 詳細が分かり次第、ご案内しますね～。本当にチャンスですよ！

１位「島根県」55%

２位「山形県」52%

３位「大阪府・沖縄県」49%

５位「福井県・香川県

佐賀県・宮崎県」48%

比較的西日本での認知が低いかも。

約8割が今の住まいで寒さを感じながら過ごしている！

暖かさがこんなに違う！

1980年基準の家 断熱基準住宅

日本の家は寒い！「断熱」すると、どんないいことがある？

・トイレが北側にある（日当たりが悪い）

・窓がある

・タイル素材を床に使っている

・温水洗浄便座ではない

住宅調査によると、冬に寒さを感じる場所で最も多かったのが「トイレ（52.2％）」、

次いで「浴室（51.8%）」、「洗面所（脱衣所含む）（48.7%）」。夜、温かい布団から
寒いトイレに行く「温度差」が大きいと感じている人が多いのでは。

ヒートショックの事故は、お風呂場だけではなく、トイレも注意したい場所です。

人によっては、排泄時にいきむことで血圧が急上昇する恐れがあります。

トイレの窓の他、節水、手すりなどのバリアフリー・リフォームなどもご相談ください！

トイレが寒い主な原因

早速お伺いすると、「窓」が設置
されているトイレでした。
そこで、「内窓リフォーム」をご提案
させていただきました。

トイレの内窓設置・前 トイレの内窓設置・後

既存の窓の内側に取付けて
二重窓にするだけなので、工事も
簡単で、時間もかかりません。
費用も５万円～できます。
（窓の大きさ、性能で変わります）

内窓設置で、熱の出入りが軽減され

ますが、まだ寒いと感じる方にオススメは、

「セラミックファンヒーター」です。

小型ですぐ暖まります。人感センサーが

付いているものなら、オンオフが自動です。

内窓設置したことで、ヒーターを切った

あとも、暖かさが持続しますよ。
浴室も内窓設置で、

寒さが軽減されます！

寒さを感じる場所 第1位は「トイレ」



２

一番省エネな暖房は「エアコン」です！
ガス機器の使い方を工夫して省エネに！省エネで、暖かく冬を乗り切りましょう！

メインの暖房器は何をお使いですか？ 電気ストーブ？ 灯油ストーブ？

ファンヒーター？ 実は、一番省エネな暖房は「エアコン」なんです。「エアコンだけ

だと暖まらない」という方もいますよね。そんな時は、こんな使い方をしてください！

電気代がどんどん上がっていますが、ガス代も忘れてはいけません。エネルギー

価格が世界中で高騰しているので、ガス代もびっくりするほど上がっています。

そこで、ガス機器の使い方次第で省エネになる方法をご紹介します！

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

2023年の干支は「癸卯（みずのと・う）」です！

本来、干支は「十干（じっかん）」と「十二支」を組み合わせた数詞のことで、
60通りの組み合わせがあります。2023年は十干の最後にあたる「癸（みずのと）」
と十二支の4番目である「卯（う）」で成り立っています。

「癸」は、生命の循環でいえば最後に位置し、次の生命を育む準備が完了した状態を表して

います。「卯」は十二支の4番目で、草木が地面をおおうようになった状態を表しています。

卯年生まれの有名人！
（84歳）五月みどりさん

（72歳）笑福亭鶴瓶さん、小林薫さん

（60歳）松本人志さん、浜田雅功さん、

唐沢寿明さん、片桐はいりさん

（48歳）米倉涼子さん、伊藤英明さん、

アンジェリーナ・ジョリーさん

（36歳）長澤まさみさん、渡辺直美さん

（24歳）永野芽郁さん、橋本環奈さん

この干支「癸卯」を読み解くと、「寒気が緩み、萌芽を

促す」、つまり、厳冬が去り、春の兆しが訪れたことを

表しているそうです。

コロナ禍で停滞していた世の中に希望が芽吹き、花開く

助走の年ということでしょうか。これまで積み重ねてきた

自分の力が試される年になりそうですね。

皆様に希望が芽吹く春が訪れることを祈念致します(^o^)

ガスコンロの炎は

鍋底からはみ出さない

ようにする

シャワーの時間を

ひとり１分間短縮する

鍋に火をかける

ときにはフタをする
お風呂の設定温度を

下げる（例：42℃→40℃へ）

ガスファンヒーターの

暖房設定温度を2℃下げる

（例：22℃から20℃へ）

寝る前は床暖房の余熱

を活用しましょう。

30分前にスイッチを切る

調理する鍋は底が平らで

大きいものがおすすめ

浴槽へのお湯はりは

追い焚きではなく給湯で。 給湯器は高効率の
「エコキュート」や
「エコジョーズ」への
買い替えをおすすめ

しています！

お湯は必要な量だけを

沸かす

時間を空けずに続けて

お風呂に入る

キッチンの省エネ お風呂の省エネ リビングの省エネ

風量を「強」にして、床から暖めます。

暖かい空気は上にたまるので、足元

から暖めるのが基本です。

一気に暖めて、その後は「おまかせ運転」にすると、自動的に省エネ運転してくれます。また、

部屋の湿度が低いと体感温度が低く感じるので、「加湿器」で温度をコントロールしましょう。

エアコンの買い替え時には「低温時の暖房能力」もチェック！

エアコンは外気温が5℃以下になると、室外機が凍らないように、通常運転と霜取り運転

を繰り返します。寒いときほど「熱」は暖房に使ってほしいのに、室外機の霜取りに使われるため、

暖房能力がガクッと落ちてしまいます。そのため、外気温が５℃を切っても暖房能力が高い機種

を選ぶことが重要です。

「低温暖房能力」は、外気温

が２℃のときに、エアコンがどの

くらいのパワーを出すことができ

るかを表しています。数値が

大きいほど、暖房能力が高く、

素早く部屋を暖めてくれます。

ルーバーを下に向ける！

暖房能力が高い暖房能力が低い 参考:日本ガス協会ホームページより

最近は、エアコンの吹き出し口

から、６０℃くらいの温風が

出る機種もあります。

私たちは、地域のお客様に

“いつもお役に立ちたい”
をモットーにしている熊野町にある電気
屋です。今年で創業45年を迎えます。

テレビや家電製品のご相談はもちろん、
太陽光発電やオール電化・リフォーム施
工も得意としております。
気軽に相談できる電気屋として、いつで
もお声がけください！

編集後記“ちょっと、ひと休み”

今月のニュースレターはいかがでしたか？

ハヤシ電器

代表取締役 林昌明

2023年は3月に「ワールド・ベースボール・

クラシック(WBC)」、7月に「サッカー女子

ワールドカップ」、9月に「ラグビーワールド

カップ」が開催と、スポーツイベントが

目白押しです。日本中で盛り上がりたい

ですね～＼(^o^)／

今年もスタッフ一同皆さまのお役に

立てるよう、はりきって参ります。


